
守屋多々志作「桃ひらく」

大垣市民の誓い

私たちは 水を生かし

緑を広げ 安全に努め

心を育て 助け合います

＜インターネットURL＞

大垣市議会 検索

大垣市議会だより２０１３年２月１５日 第５４号

この議会だよりは再生紙を使用しています。ごみの減量、資源の有効利用にご協力ください。

　

第
４
回
市
議
会
定
例
会
を　
１２

月
３
日
か
ら　

日
ま
で
の
日
程

１８

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
を
先
議

し
、
市
長
か
ら
平
成　

年
度
一

２４

般
会
計
補
正
予
算
・
条
例
改
正

な
ど　

議
案
に
つ
い
て
提
案
説

２７

明
を
受
け
た
後
、
９
月
の
大
雨

に
よ
る
災
害
復
旧
に
伴
う
補
正

予
算
な
ど
に
つ
い
て
直
ち
に
各

委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
、
同

日
可
決
し
ま
し
た
。

　
　

日
に
は　

名
の
議
員
が
市

１０

１２

政
運
営
に
関
す
る
一
般
質
問
を

行
い
、　

日
か
ら　

日
に
は
各

１２

１７

委
員
会
に
お
い
て
付
託
議
案
の

審
査
を
慎
重
に
行
い
ま
し
た
。

　
　

日
の
最
終
日
に
は
、
各
委

１８
員
長
が
審
査
結
果
の
報
告
を
行

い
、
市
長
提
出
議
案　

議
案
を

２４

可
決
、
承
認
、
認
定
し
ま
し
た
、

最
後
に
請
願
１
件
を
継
続
審
議

と
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。
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第
４
回
市
議
会
定
例
会

定 例 会 日 程定 例 会 日 程
１２月３日　本会議（提案説明）

建設環境委員会　経済産業委員会
１０日　本会議（一般質問）
１２日　決算委員会
１３日　子育て支援日本一対策委員会

市民病院に関する委員会
１４日　建設環境委員会　経済産業委員会
１７日　文教厚生委員会　企画総務委員会
１８日　本会議
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

　
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

◇
９
月
の
大
雨
に
よ
り
路
肩
が
崩
落
し
た
林
道
薮
谷
線
や
土
砂
が

流
入
し
た
農
業
用
水
路
な
ど
の
災
害
復
旧
費
と
し
て
１
億
９
４

３
０
万
円
、
上
石
津
町
西
山
地
内
の
道
路
や
細
野
地
内
ほ
か
の

河
川
の
災
害
復
旧
費
と
し
て
７
３
７
０
万
円
を
計
上
。

◇
人
工
透
析
治
療
患
者
の
増
加
に
伴
い
、
障
が
い
者
の
自
立
支
援

医
療
給
付
費
３
７
０
０
万
円
、
補
装
具
給
付
費
８
０
０
万
円
を

計
上
。

◇
ひ
ま
わ
り
学
園
等
の
利
用
者
数
の
増
加
に
伴
い
、
児
童
発
達
支

援
給
付
費
２
１
０
０
万
円
を
計
上
。

◇
来
年
度
着
工
を
予
定
し
て
い
る
東
中
学
校
北
舎
の
改
築
工
事
期

間
中
の
教
室
数
の
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
屋
内
運
動
場
ピ
ロ

テ
ィ
に
仮
設
教
室
を
整
備
す
る
費
用
２
３
７
０
万
円
を
計
上
。

【
競
輪
事
業
会
計
】

◇
車
券
発
売
収
入
の
増
加
に
伴
い
、
払
戻
金
等
開
催
経
費　

億
９

１５

０
０
０
万
円
、
競
輪
事
業
基
金
積
立
金
３
０
０
０
万
円
を
計

上
。

【
病
院
事
業
会
計
】

◇
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
県
が
創
設
し
た
災
害
医
療
対
策
整
備

事
業
の
補
助
採
択
に
伴
い
、
災
害
対
応
医
療
機
器
等
の
購
入
費

な
ど
５
７
９
０
万
円
を
計
上
。

条
例

◇
大
垣
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
準
じ
、　

歳
を
超
え
る
職
員
の
昇
給
に
つ
い
て

５５

抑
制
を
図
る
も
の
。

◇
大
垣
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

旧
墨
俣
地
域
の
水
道
料
金
体
系
を
大
垣
地
域
と
同
一
に
す
る
も

の
。

◇
大
垣
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

下
水
道
事
業
の
安
定
経
営
の
維
持
を
図
る
た
め
下
水
道
使
用
料

の
改
定
を
行
い
、
下
水
道
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
公
共
下
水
道

等
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
。

決
算
認
定

◇
平
成　

年
度
大
垣
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算

２３

平
成　

年
度
大
垣
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
を
認
定
す

２３

る
も
の
。

天皇皇后両陛下ご来垣（スイトピアセンター）

　１２月５日　天皇皇后両陛下が大垣市スイトピアセンター、奥の細道むすびの地記念館をご視察され、市議会とし
て学習館玄関においてお迎えしました。
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質
問：

本
市
に
お
け
る
シ
ン
ボ

ル
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
掲
げ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
来
年
度
よ
り
２
部
リ
ー

グ
に
昇
格
す
る
大
垣
ミ
ナ
モ
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
支
援

し
、地
元
企
業
と
一
緒
に「
育
て

る
会
」を
発
足
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁：

近
年
で
は
、
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
を
掲
げ
て
、

優
れ
た
指
導
者
に
よ
る
選
手
の

育
成
や
強
化
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
む
自
治
体
や
企
業
が
見

受
け
ら
れ
る
。

　

ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流

大
会
の
開
催
に
よ
り
、
市
民
の

間
に
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
機
運

が
さ
ら
に
広
ま
り
、
企
業
に
も

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
支
援
を
通
じ

た
地
域
貢
献
の
動
き
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　

大
垣
ミ
ナ
モ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
は
、
引
き
続
き
企
業
支

援
を
受
け
、
本
市
の
競
技
レ
ベ

ル
の
向
上
や
地
域
貢
献
活
動
な

ど
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、

競
技
施
設
の
整
備
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
市
民
や
企
業
な
ど

シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

岩
井
哲
二

と
連
携
し
な
が
ら
活
動
を
支
援

し
て
い
く
。

　

地
域
に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
ス

ポ
ー
ツ
の
活
動
支
援
は
、
青
少

年
の
健
全
育
成
や
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
、
郷
土
愛
の
醸
成
、

ス
ポ
ー
ツ
の
町
大
垣
の
Ｐ
Ｒ
に

も
つ
な
が
る
た
め
、
今
後
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

  
質
問：

投
票
率
向
上
の
た
め
に

は
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
っ
た
投
票
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
コ
ン
ビ
ニ
や
駅
構
内
、
市

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の

期
日
前
投
票
所
の
設
置
や
、
投

票
時
間
帯
の
拡
大
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。
本
市
の
現
状
や
投

票
制
度
に
対
す
る
認
識
を
伺
う

と
と
も
に
、
今
後
の
市
の
取
り

組
み
を
問
う
。

答
弁：

投
票
率
は
、
衆
議
院
議

員
選
挙
で
上
昇
傾
向
に
あ
る

が
、
そ
の
他
の
選
挙
で
は
低
下

傾
向
に
あ
り
、　

歳
代
、　

歳

２０

３０

ぎふ清流国体選
挙
の
投
票
制
度
に
つ
い
て

長
谷
川
つ
よ
し

代
の
投
票
率
が
低
い
水
準
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
し

て
、
投
票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
会
場
内
に
音
楽
を
流
す
な

ど
、
環
境
面
の
整
備
に
努
め
る

と
と
も
に
、
広
報
車
や
街
頭
で

の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
投
票
日

の
周
知
や
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
期
日
前
投
票
の
手

続
き
の
簡
素
化
な
ど
、
国
へ
の

制
度
改
正
の
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
る
。

　

引
き
続
き
投
票
環
境
の
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
若
者
の

生
活
行
動
に
合
わ
せ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
、
効

果
的
な
啓
発
の
あ
り
方
に
つ
い

て
研
究
を
進
め
て
い
く
。

 
質
問：
「
輝
け　

は
ば
た
け　

だ
れ
も
が
主
役
」
を
合
い
言
葉

に
開
催
さ
れ
た
ぎ
ふ
清
流
国
体

は
、
市
民
総
参
加
の
活
動
が
、

県
内
外
か
ら
の
来
垣
者
に
大
変

好
評
を
博
し
た
。
こ
の
力
を
一

過
性
に
終
わ
ら
せ
ず
、
今
後
の

さ
ら
な
る
市
民
力
の
向
上
に
つ

な
ぐ
た
め
、
特
に
自
治
会
に
女

性
の
力
を
取
り
入
れ
、
そ
の
能

力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
環

境
整
備
に
努
め
ら
れ
た
い
。

答
弁：

ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ

清
流
大
会
は
、　

万
市
民
総
参

１６

加
を
目
指
し
、
連
合
自
治
会
、

女
性
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

清
流
国
体
の
成
功
を
大
垣
市

民
力
に
つ
な
ぐ
た
め
に

山
口
和
昭

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
心
の

こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
、
成
功
裏
に

終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

提
案
の
女
性
団
体
の
組
織
に

つ
い
て
は
、
連
合
自
治
会
と
協

議
し
、
自
治
会
運
営
組
織
の
中

に
、
各
自
治
会
か
ら
婦
人
部
長

を
選
出
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
、
組
織
強
化
に
努
め
た
い
。

 
質
問：

市
長
は
、
新
市
庁
舎
の

建
設
場
所
に
つ
い
て
、
今
年
度

中
に
決
め
た
い
と
の
話
で
あ
っ

た
が
、
候
補
地
の
め
ど
は
つ
い

た
の
か
。
競
輪
事
業
は
採
算
が

合
わ
な
く
な
っ
て
お
り
、
事
業

を
廃
止
し
、
競
輪
場
の
跡
地
に

新
庁
舎
を
建
設
し
て
は
ど
う

か
。

答
弁：

現
在
の
市
役
所
本
庁
舎

は
、
昭
和　

年
３
月
の
建
設
か

３９

ら
築　

年
が
経
過
し
、
耐
震
不

４８

足
に
加
え
、
老
朽
化
及
び
狭
あ

い
化
が
進
ん
で
お
り
、
災
害
時

の
防
災
拠
点
施
設
と
な
る
新
庁

舎
の
建
設
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
基
金
の
積
み

立
て
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
基
本

構
想
、
基
本
計
画
策
定
に
向

け
、
現
況
調
査
や
市
民
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

月
に
は
、
新
庁
舎
建
設
市

１０
民
懇
話
会
を
設
置
し
、
新
庁
舎

に
求
め
る
機
能
な
ど
に
つ
い
て

市
民
目
線
で
検
討
い
た
だ
い
て

い
る
。
ま
た
、
市
内
在
住
の
２

新
し
い
市
役
所
の
建
設
に
つ
い
て

野
田
の
り
お

０
０
０
人
を
対
象
に
、
新
庁
舎

建
設
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。

　

建
設
予
定
地
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
内
部
で
検
討
を
し
て
お

り
、
市
民
ニ
ー
ズ
が
複
雑
多
様

化
す
る
中
で
、
市
民
が
利
用
し

や
す
く
親
し
み
や
す
い
庁
舎
で

あ
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い

庁
舎
建
設
に
向
け
、
各
方
面
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

 
質
問：

昼
飯
大
塚
古
墳
の
史
跡

整
備
が
平
成　

年
春
に
完
成

２５

し
、
復
元
後
は
歴
史
公
園
に
生

ま
れ
変
わ
る
。青
野
町
に
は
、歴

史
民
俗
資
料
館
や
隣
接
す
る
史

跡
美
濃
国
分
寺
跡
歴
史
公
園
な

ど
の
史
跡
も
多
く
、
こ
れ
ら
の

施
設
を
連
携
、
史
跡
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
す
る
。

答
弁：

昼
飯
大
塚
古
墳
は
、
平

成　

年
度
か
ら
整
備
事
業
を
進

１２
め
て
い
る
。
こ
の
整
備
で
は
、

築
造
当
時
の
古
墳
の
姿
を
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
に
、
後

円
部
と
周
壕
の
一
部
に
埴
輪
や

葺
石
を
設
置
し
た
復
元
整
備
を

行
っ
て
お
り
、
埴
輪
づ
く
り
や

葺
石
運
び
等
の
体
験
型
講
座
の

準
備
も
進
め
て
い
る
。

　

大
垣
市
歴
史
民
俗
資
料
館

は
、
昭
和　

年
の
開
館
以
来
、

５７

講
演
会
や
企
画
展
等
の
取
り
組

み
を
行
い
、
歴
史
学
習
の
場
と

昼
飯
大
塚
古
墳
・
大
垣
市
歴

史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て

富
田
三
郎

し
て
多
く
の
皆
様
に
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
に
は
数
多
く
の
歴

史
遺
産
が
残
さ
れ
て
お
り
、
文

化
施
設
等
と
の
回
遊
性
を
高
め

て
地
域
の
魅
力
向
上
に
努
め
て

い
く
。

  
質
問：

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
気
軽
に
自
分
の
心
の
状
態

を
確
認
で
き
る
「
こ
こ
ろ
の
体

温
計
」は
、人
間
関
係
や
生
活
の

充
実
度
な
ど　

項
目
の
質
問
に

１３

答
え
る
だ
け
で
利
用
者
の
心
理

を
判
定
し
、相
談
窓
口
・
専
門
病

院
が
紹
介
さ
れ
る
。
う
つ
病
の

早
期
発
見
に
も
つ
な
が
る
「
こ

こ
ろ
の
体
温
計
」
の
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
導
入
を
求
め
る
。

答
弁：

う
つ
病
は
、
厚
生
労
働

省
の
調
査
に
よ
る
と
、
患
者
数

が
こ
こ　

年
ほ
ど
で
急
激
に
増

１０

え
、　

万
人
程
と
な
り
、
年
間

９５

３
万
人
を
超
え
る
自
殺
者
の
大

き
な
要
因
と
言
わ
れ
て
い
る
。

昼飯大塚古墳う
つ
病
対
策
「
こ
こ
ろ
の
体

温
計
」
に
つ
い
て中

田
ゆ
み
こ

一一
般般
質質
問問

一
般
質
問

一
般
質
問

　

月　

日
に

１２

１０

一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

②
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本
市
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
や
講
演
会
を
開
催
す
る
ほ

か
、
子
育
て
世
代
に
は
、
乳
幼

児
健
康
診
査
等
の
際
に
相
談
に

応
じ
る
と
と
も
に
、
働
く
世
代

や
高
齢
者
に
は
、
出
前
講
座
な

ど
に
お
い
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ケ
ア
の
必
要
性
を
伝
え
る
な

ど
、
う
つ
病
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
う
つ
病
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ

る
仕
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

今
後
、
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問：

医
学
的
研
究
の
成
果
か

ら
、
森
林
浴
は
免
疫
機
能
を
高

め
、
ガ
ン
に
な
り
に
く
い
体
を

つ
く
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

た
。
森
林
浴
後
に
温
泉
に
入
浴

す
れ
ば
さ
ら
に
望
ま
し
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。
か
み
い
し
づ
温

泉「
湯
葉
の
湯
」と
森
林
医
学
と

を
組
み
合
わ
せ
て
健
康
施
設
を

設
置
し
、
市
民
の
健
康
と
市
の

財
政
を
共
に
向
上
す
る
べ
き
と

考
え
る
。本
市
の
考
え
を
問
う
。

答
弁：

か
み
い
し
づ
温
泉
「
湯

葉
の
湯
」
は
貴
重
な
地
域
資
源

で
あ
り
、
地
域
活
性
化
に
向
け

た
活
用
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
の
住
民
の
方
に

よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
「
か
み
い

し
づ
温
泉
入
浴
施
設
建
設
推
進

森
林
医
学
と
温
泉
を
組
み
合

わ
せ
た
本
市
独
自
の
健
康
施

策
の
構
築
を

田
中
孝
典

協
議
会
」
に
市
と
し
て
参
画
す

る
と
と
も
に
、
各
団
体
の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
る
。
温
泉

活
用
の
調
査
研
究
及
び
Ｐ
Ｒ
の

一
環
と
し
て
、
入
浴
体
験
事
業

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、本
年
度

は
、
上
石
津
地
域
の
豊
か
な
自

然
や
美
し
い
景
観
な
ど
、地
域

の
魅
力
を
生
か
し
た
温
泉
入
浴

施
設
と
運
営
方
法
な
ど
に
関
す

る
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

森
林
医
学
と
温
泉
を
組
み
合

わ
せ
た
健
康
施
策
に
つ
い
て

は
、
各
地
で
の
取
り
組
み
な
ど

を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問：

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
な

ど
の
福
祉
用
具
購
入
費
、手
す
り

や
ス
ロ
ー
プ
な
ど
の
住
宅
改
修

費
の
補
助
に
つ
い
て
、
全
額
償

還
払
い
制
度
で
は
な
く
、
介
護

保
険
の
利
用
者
が
１
割
分
を
事

業
者
に
支
払
い
、
残
額
を
大
垣

市
が
事
業
者
に
支
払
う
受
領
委

任
払
い
制
度
の
導
入
を
求
め
る
。

答
弁：

介
護
保
険
制
度
で
は
、

福
祉
用
具
購
入
費
及
び
住
宅
改

修
費
の
支
給
方
法
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
が
費
用
の
全
額
を

い
っ
た
ん
支
払
い
、
後
日
給
付

分
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
償
還

払
い
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。

　

提
案
の
受
領
委
任
払
い
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

の
一
時
的
な
負
担
が
軽
減
さ
れ

福
祉
用
具
購
入
費
及
び
住
宅

改
修
費
の
受
領
委
任
払
い
制

度
の
導
入
に
つ
い
て横

山
幸
司

る
も
の
で
あ
る
た
め
、今
後
、事

務
処
理
方
法
等
を
研
究
し
、
実

施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

  
質
問：

市
立
ひ
ま
わ
り
学
園

は
、
発
達
支
援
を
要
す
る
未
就

学
児
童
の
支
援
業
務
や
療
育
判

定
を
一
手
に
担
っ
て
い
る
が
、

対
象
児
童
数
が
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
た
め
多
忙
を
き
わ
め
て

い
る
。
業
務
量
の
適
正
化
を
図

り
、
充
実
し
た
支
援
業
務
を
行

う
た
め
に
、
独
立
し
た
運
営
と

「
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
創
設
を
要
望
す
る
。

答
弁：

未
就
学
児
の
発
達
支
援

に
つ
い
て
は
、
障
害
児
通
園
訓

練
施
設
・
ひ
ま
わ
り
学
園
に
お

い
て
、
児
童
発
達
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　

近
年
、
支
援
を
要
す
る
児
童

の
増
加
に
伴
い
健
診
や
保
育
園

な
ど
の
巡
回
に
指
導
員
を
派
遣

す
る
業
務
も
増
え
て
お
り
、
要

員
の
確
保
も
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
も
、
効
率
的
か
つ
効
果
的

住宅改修発
達
支
援
に
つ
い
て粥川

加
奈
子

な
業
務
遂
行
と
施
設
管
理
に
向

け
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
社
会

福
祉
事
業
団
に
指
導
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
丸
の

内
・
ゆ
り
か
ご
・
北
保
育
園
の

３
園
で
、
発
達
障
が
い
児
の
少

人
数
保
育
に
取
り
組
み
、
支
援

体
制
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
建
設
か
ら　

年
が

４０

経
過
し
た
ひ
ま
わ
り
学
園
の
改

築
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
中

で
、
発
達
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問：

現
庁
舎
の
耐
震
改
修
に

よ
り
防
災
拠
点
機
能
の
整
備
も

検
討
さ
れ
て
い
た
中
、
市
長
は

新
庁
舎
建
設
の
方
向
を
打
ち
出

し
た
が
、
建
設
場
所
や
財
政
の

見
通
し
な
ど
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
要
な
問
題
が
あ

る
。
な
ぜ
方
針
転
換
し
た
の
か

説
明
し
、
新
庁
舎
建
設
の
是
非

を
市
民
に
問
う
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答
弁：

本
庁
舎
の
耐
震
補
強
可

能
性
調
査
を
平
成　

年
９
月
に

１９

実
施
し
た
結
果
、
耐
震
化
と
老

朽
化
し
て
い
る
空
調
等
の
改
修

工
事
を
含
め
た
事
業
費
は
、
約

　

億
円
と
多
額
に
な
る
ほ
か
、

１４東
庁
舎
の
耐
震
化
や
、
北
・
東

の
分
庁
舎
方
式
で
市
民
に
と
っ

て
不
便
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
改
築
が
適
当
で
あ
る
と
判

断
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
は
、
今
後
、
基

新
庁
舎
建
設
は
市
民
合
意
で

笹
田
ト
ヨ
子

本
構
想
、
基
本
計
画
を
策
定
す

る
段
階
で
、
規
模
や
事
業
費
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
。
財
源
に

つ
い
て
は
基
金
及
び
市
債
を
予

定
し
て
お
り
、
後
年
度
の
財
政

負
担
が
過
度
に
な
ら
な
い
よ

う
、
事
業
費
の
半
分
程
度
の
基

金
積
み
立
て
を
し
て
い
く
。
市

債
に
つ
い
て
は
、
発
行
期
間
が

５
年
延
長
さ
れ
、
財
源
措
置
が

手
厚
い
合
併
特
例
債
を
活
用
し

て
い
く
。

　

今
後
も
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や

防
災
の
拠
点
と
し
て
、新
庁
舎
建

設
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
質
問：

県
の
放
射
性
物
質
拡
散

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
に
よ

る
と
、
当
地
域
の
吸
入
内
部
被

ば
く
の
小
児
甲
状
腺
等
価
線
量

は　

〜　

㍉ 

、
沈
着
し
た
放

２５

５０

射
性
物
質
に
よ
る
外
部
被
ば
く

の
実
効
線
量
は
１
１
０
㍉ 

で
、

基
準
値
を
大
幅
に
上
回
り
大
変

危
険
で
あ
る
。
市
長
は
脱
原
発

を
表
明
さ
れ
て
は
い
か
が
か
。

答
弁：

原
子
力
発
電
に
つ
い
て

は
、
徐
々
に
依
存
を
減
ら
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
再
稼
動
に
つ
い
て
は
、
科

学
的
知
見
に
基
づ
く
安
全
基
準

の
速
や
か
な
策
定
と
厳
格
な
審

査
、
万
全
な
安
全
対
策
を
国
へ

要
望
し
て
い
る
。

　

県
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
一
部
の
地
域
で
防
護
措
置

脱
原
発
に
対
す
る
市
長
の
所
信

岡
田
ま
さ
あ
き

シ
ー
ベ
ル
ト

シ
ー
ベ
ル
ト

が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
示
さ

れ
て
お
り
、　

㌔
㍍
を
超
え
る

３０

区
域
の
防
護
措
置
の
内
容
を
早

急
に
検
討
す
る
こ
と
や
、
よ
り

具
体
的
な
対
策
を
示
す
こ
と
な

ど
を
県
と
と
も
に
要
請
し
て
い

る
。

　

今
後
も
、
県
と
密
接
な
連
携

を
図
り
、
国
の
原
子
力
災
害
対

策
指
針
や
県
の
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
市
と
し

て
必
要
な
原
子
力
災
害
対
策
を

行
っ
て
い
く
。

 
質
問：

採
算
が
合
っ
て
い
な
い

競
輪
事
業
は
廃
止
し
て
、
跡
地

に
市
庁
舎
を
移
転
し
た
ら
良
い

と
考
え
る
。
新
庁
舎
は
便
利
が

良
く
、
市
民
が
集
ま
り
や
す
い

市
の
中
心
地
で
あ
る
べ
き
で
、

誰
も
が
理
解
し
、
認
め
る
場
所

に
建
設
す
る
べ
き
で
あ
る
。
建

設
地
選
定
は
慎
重
に
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

答
弁：

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
の
利
用
実
態
を
把

握
す
る
た
め
の
新
庁
舎
建
設
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
学
識
経
験
者
な

ど
の
方
々
か
ら
な
る
新
庁
舎
建

設
市
民
懇
話
会
に
お
い
て
、
新

庁
舎
に
求
め
る
機
能
な
ど
に
つ

い
て
市
民
目
線
で
検
討
い
た
だ

い
て
お
り
、
建
設
予
定
地
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
内
部
で
様
々

な
角
度
か
ら
検
証
し
て
い
る
。

競
輪
場
跡
地
へ
の
庁
舎
移
転

に
関
し
て

富
田
せ
い
じ
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◆本会議・委員会の会議録がご覧いただけます。

　本紙に掲載された質問・答弁等の詳しい内容については、図書館、
市政情報コーナー、市議会ホームページなどでご覧いただけます。
（発行・掲載予定２月下旬）

ホームページは  大垣市議会 検索
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あなたも本会議を傍聴してみませんか。
次回定例会　３月上旬開会予定

詳細は、議会事務局までお問い合わせ

ください。

　議会事務局／電話８１－４１１１　内線７３４
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平成２４年第４回定例会　議案審議結果一覧
全会一致で可決された議案

議　　　案　　　名議案番号議　　　案　　　名議案番号
大垣市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準
を定める条例の制定について議第１１４号平成２４年度大垣市一般会計補正予算（第５号）議第１０１号

大垣市職員の給与に関する条例の一部改正について議第１１５号平成２４年度大垣市簡易水道事業会計補正予算（第１号）議第１０２号
大垣市暴力団排除条例の一部改正について議第１１６号平成２４年度大垣市一般会計補正予算（第６号）議第１０３号
大垣市水道事業給水条例の一部改正について議第１１７号平成２４年度大垣市国民健康保険事業会計補正予算（第２号）議第１０４号
大垣市下水道条例の一部改正について議第１１８号平成２４年度大垣市公共下水道事業会計補正予算（第１号）議第１０５号
大垣市都市公園条例の一部改正について議第１１９号平成２４年度大垣市競輪事業会計補正予算（第１号）議第１０６号
大垣市営住宅条例の一部改正について議第１２０号平成２４年度大垣市病院事業会計補正予算（第１号）議第１０７号
請負契約の締結について（（仮称）北幼保園新築（建築主体）工事）議第１２１号大垣市道路の構造の技術的基準を定める条例の制定について議第１０８号
市道路線の認定について議第１２２号大垣市道路標識の寸法を定める条例の制定について議第１０９号

市道路線の廃止について議第１２３号大垣市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める
条例の制定について議第１１０号

大垣市手数料徴収条例の一部改正について議第１２４号大垣市準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定に
ついて議第１１１号

大垣市教育委員会委員の任命について議第１２５号大垣市水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格並びに水道技術
管理者の資格を定める条例の制定について議第１１２号

大垣市簡易水道の布設工事監督者の配置基準及び資格並びに水道技術
管理者の資格を定める条例の制定について議第１１３号

市税
２７，８７４，０８５
４３．６％収入済額

（６４，００２，２６１千円）

自主財源
３７，９２２，７５４
５９．３％

依存財源
２６，０７９，５０７
４０．７％

グラフで見る平成２３年度・大垣市一般会計決算状況

支出済額
（６２，０２７，９７９千円）

民生費
１８，３４０，５４５
２９．６％

総務費
１１，６５０，２２１
１８．８％

公債費
４，５３４，８４５
７．３％

土木費
７，７０２，７７２
１２．４％

教育費
８，６５８，０２８
１４．０％

衛生費
４，２４４，０１４
６．８％

消防費
１，７３１，８８１
２．８％

商工費
３，２１８，４１７
５．２％

農林水産業費
８１０，６３８
１．３％

その他　１，１３６，６１８　１．８％
諸支出金　４７６，２０７　０．８％
議会費　４６３，６２７　０．７％
労働費　１８５，７８４　０．３％
災害復旧費　１１，０００　０．０％

歳出 （単位：千円） （単位：千円）歳入

国庫支出金
６，３３９，７５８
９.９％

諸収入
４，７２０，１７７
７．４％

分担金及び負担金
９２５，６３０　１．５％
使用料及び手数料
１，０９１，３６３　１．７％

その他　６６０，７３３　１．０％
地方特例交付金
　　　３０３，２７９　０．５％
自動車取得税交付金
　　　１４３，１４４　０．２％
利子割交付金
　　　９２，７８６　０．１％
配当割交付金
　　　４４，５７２　０．１％
ゴルフ場利用税交付金
　　　３４，４５３　０．１％
交通安全対策特別交付金
　　　３２，６５９　０．０％
株式等譲渡所得割交付金
　　　　９，８４０　０．０％

財産収入
９０，０２２　０．１％

地方消費税交付金
１，５９８，８６７　２．５％

地方譲与税
６３９，４７３　１．０％

県支出金
３，２４９，９７０　５．１％

寄附金
４９，５５２　０．１％

繰入金
７１７，８３０　１．１％

繰越金
２，４５４，０９５　３．８％

市債
８，９２１，７００
１３．９％

地方交付税
４，６６９，００６　７．３％

賛否が分かれた議案 議会内統一会派議会内統一会派
市　民
クラブ

日　本
共産党

市　政
自民党市民ネットワーク民主ネットクラブ市議会

公明党自民クラブ

議
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果

議案名議案番号
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○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○同意大垣市固定資産評価審査委員会委員の選任について議第１２６号
××××××○○○○○○○○○○○○○○○○○認定平成２３年度大垣市一般会計及び特別会計決算の認定について認第　２号

○＝賛成、×＝反対、議長は採決に加わらないため、斜線としています。

請願第３号　敦賀原発１号機、美浜原発１・２号機のすみやかな廃炉を国に求める請願書は、継続審議となりました。


